
Ａ案 

和束町総合保健福祉施設整備に関する住民ワークショップの開催について 

 

１．ワークショップの目的 

 

 ◇「和束町総合保健福祉施設」の整備について、昨年度は基本的な方向付けの検討を進めてきた。 

◇今年度は、この施設が住民の方々の誰にとっても利用しやすい施設であるために、住民の声や要望

をお聞きする機会として、本ワークショップを開催するものである。 

 

２．参加者の募集方法と対象者数の想定 

 

 ◇町のＨＰや広報で公募する。 

 ◇合わせて、各地区や各団体等にも声掛けし、広く住民参加を募る。 

 ◇最終的な参加者としては、２０～30名程度を想定する。 

 

３．開催時期 

 

 ◇７月（参加状況をみながら適宜判断） 

 

４．ワークショップの方法 

 

 ◇ワークショップの大きな流れは以下に示すもので、全体の時間を２時間程度と想定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ▽各グループは５～６名の単位とする。 

   ▽各グループでリーダーを選出していただき、話し合いの司会的な役割と、最後に各グループの

検討結果の発表役を担っていただく。 

   ▽時間は、前半 30～40分、後半 20～30分の概ね１時間～１時間 30分半程度を想定。 

   ▽前半のテーマは「交流部門の在り方」についてのご意見（サブテーマを２～３設ける） 

    後半のテーマは「その他の部門について」のご意見 

 

 

 

資料 ２ 

事務局からワークショップ開催についての趣旨説明 

コンサルからワークショップの方法について説明 

各グループに分かれ、自由討議を行う 

各グループから、検討した内容を発表していただく 

（５分） 

（10分） 

（80分） 

（25分） 



■住民説明用の総合保健福祉施設の整備イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多目的ホール 

サロン・カフェ 図書ｺｰﾅｰ 

調理実習室 和室 

国民健康保険診療部門 
保健センター部門 

会
議
研
修
室 

相
談
室 

診察室 

各種検査室 

検診・相談室 

子育て支援対応室 

社会福祉協議会部門 行政部門 

事務室 

ヘルパー等対応室 

事務室 

情報発信室 



■ＫＪ法によるワークショップのイメージ 

 

 

【付箋への書き込み】    模造紙への張り込み】     【一定のグルーピング化】 
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△△△課題 

○○町によるワークショップ議論のグループ化例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施 設 

公園の砂場がネコのフンで

汚い 

育児の自主サークルへの補

助金がおりるのが遅くちょ

っと困っています 

もっと早くならないでしょ

うか 

公園の砂場が猫のフンでい

っぱいで遊ばせづらい 

管理は？ 

図書館の充実を！ 

交通 バス 

交通  

町内を廻る 

手を上げればどこでも止ま

る 

ゆりちゃんバスみたいな 

町内のみを走るバスがあっ

たらいい 

道路がせまいので広くして

ほしい 

交通が不便で行事参加者が

減少する 

（バスの時刻が空きすぎ

る） 

子 供 

父親が参加する行事 

医療費の申請をもっとスム

ーズにできないか 

福祉 医療費 

現物給付を！ 

子ども会や自治会などの支

援が必要 

（取り組み、組織、経済的

など） 

夜の授業参観を！ 

子供会加入者の減少につい

て 

自治会 

働き盛り年代層の街づくり

地域づくりへの積極的参加

を計る 

お友達づくりがむつかしく

なってきている人が多くな

っている 

集まれる場がほしい 

自治会活動の活性化を計る 

災害時の対応が心配 

まちづくりは自治会から 

自治会未加入 

地域の役割 

近隣所のつきあいがなくな

った 

自治会行事等の参加の少な

さ 

ボランティアグループの結

成を 

回覧板はひと声かけて！ 

高齢者 

スポーツイベントに高齢者

の参加が少ない 

高齢者が容易に語り合い支

え合える交流活動施設が必

要 

弱者マップ 

（高齢者を把握しておく） 

災害時などに利用 

高齢者をささえる地域がほ

しい 

孤独死もある 

老人クラブ加入率を上げる

為には？ 

老人クラブに若年者（60

才～70才）が加入しない 

（少ない） 

60 才以上の高齢者（老人

クラブ未加入者）の把握が

できない 

生き生きとした老後 

（老人パワーの有効活用、

ボランティア等） 

防災と高齢者 

老人クラブの加入率をあげ

る方法 

趣味が合えば仲良くなりた

い 

親しくなりたくない 

ふれあい 
コミュニテー 

日常生活のなかで困った時

に住民が孤立しないような

支援が必要 

（子育て中、高齢者等） 
地震、台風、水害、地すべ

り、等のマップづくりが必

要 

 

どこかに行ったら誰かとし

ゃべれるところがあるとい

いなぁ 

住み続けたい町民が元気が

出る活動を行うには、中央

地区に収容能力を持つ公民

館等の整備が必要 

高齢者のための各種店舗が

必要 

ひとり暮らしの高齢者等弱

者の支援体制 

児童福祉 

子供達が事件、事故、無謀

運転などから守る防犯ボラ

ンティア活動をもっと地域

に普及する体制の整備 

困った時に誰かに伝えるこ

とができる組織的なしくみ 

誰もが気軽に寄れるコミュ

ニティの場所があるといい 

買物の後、子どもの送迎 

生活でちょっと困った時に

具体的に支援してくれる人

が欲しい 

コミュニケーションとれる

雰囲気づくり 

近隣町、あつまれる場がほ

しい 

仕 事 

長与町は働く場（産業）が

ない、そのため若者が定住

できない、そのため高齢化

が進む 

お 店 

もったいない運動 

（フリーマーケット） 

定期的に開く 

商店街がさみしい 

活性化が必要 

買物が不便 

（小売店がない、スーパー

が遠い） 

歩いて行ける店が欲しい 


